
ンプで高い出来栄え点を獲得すると、その後も危な
げなく演技を進めました。基礎点が上がる後半の
ジャンプ、そして最後の3回転フリップとトールー
プの連続ジャンプ、続く3連続ジャンプ、そして最
後の3回転ループとすべて決めて、出来栄え点も加
算され、演技構成点も他を圧倒する演技を見せ、2
位以下に20点以上の大差をつけて3大会連続4回目
の優勝をはたしました。
この演技を目の当たりにして、プレッシャーをもの
ともせずに、最高の笑顔を見せた坂本選手に脱帽の
思いでいっぱいでした。本当にスポーツはすばらし
いですね。
皆様も素晴らしい日々を送られることを願っており
ます。
寒さが激しい毎日ですが、皆様くれぐれもご自愛く
ださい。

新年明けましておめでとうございます。本年も
どうぞ宜しくお願い申し上げます。
いつも皆様方には、格別のご高配を賜り、厚く
御礼申し上げます。厳しい寒さを感じられるこ
の季節、皆様はお変わりございませんでしょう
か。
今回は、フィギアスケート全日本選手権で、見
事3連覇を達成した、坂本花織（シメックス）選
手に注目しました。
2月24日、長野市ビックハットで行われた日本選
手権女子フリーで、坂本選手は冒頭から代名詞
のダブルアクセルを決め、高さと幅のあるジャ

その方はすい臓がんと診断され自宅へ戻った方でした。担当包括の方と訪問すると痛みで横に

もなれない状態となっていました。

ベットや訪問診療を提案するも拒否され2階の寝室へ行くと言っていたのですが、次の日には痛

みに耐えかねベット、訪問診療利用の希望の連絡が入ったのです。

福祉用具と同行訪問すると子供さん達も訪問されており往診の先生に痛み止めの座薬を処方さ

れ安心された様子でした。

そんな時にその方が「私は来年7月に65歳の誕生日を迎える前に死にたい。その理由は65歳ま

でに死ぬことができれば保険金が入る。せめて子供達に残してあげたい」と話されたのです。

自分が痛みに苦しむ中、なおも子供達の将来を案じる親心に涙が零れてしまいました。自宅で

20日程過ごしましたが入院され永遠の眠りについたのです。子供達の世話になりたくないとの

ご自分の意思を貫かれた最期でした。

親の心とは・・・どこまでの果てしなく尊い心・・・自分の苦しみや痛みまでも超える心。

子供は自分の分身でもあり子供の将来を案じる心は未来永劫変わることはないと感じます。子

供はいつも親が傍に居る事が当たり前のことだと思っていると思いますが、毎日過ごしている

今がいつ消え失せてしまうのか誰にもわかることはありません。

朝目覚めること、ご飯を食べられること、近隣のいつもの風景に出会えることは奇跡なのだ

と・・・そう考えると毎日の幸せを噛みしめずにはいられないと思うのです。
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リズムコントで楽しい介護を

福祉や介護に関する仕事の魅力を

発信するイベントが１６日、山口市

吉敷下東の県総合保健会館であり、

介護の資格を持つお笑い芸人レギュ

ラーが介護への思いや魅力などを紹

介した。

人材確保へ県などが山口でフェア

「あるある探検隊」で一躍人気者

となったレギュラーのコンビ２人は、

リズムコントをアレンジした「レク

リエーション介護」で取り組む楽し

い介護を紹介。リズムをとりながら

右手と左手が異なる動作をする「パ

ラレルアクション」によって脳が活

性化され、認知症予防に期待される

ことを説明した。

参加者はレギュラーのテンポ良い

やりとりに従って両手を動かし、思

うように動かなくなるなどすると会

場は笑いに包まれた。レギュラーの

２人は「失敗を面白くすることがお

笑い。介護の現場でも、利用者が失

敗しても笑いに変えることで楽しく

なる」などとアドバイスした。

イベントは、高齢化の進展で人材

不足が懸念される福祉・介護分野の

担い手を確保しようと、県と県福祉

人材センター、介護労働安定セン

ター山口支部が「福祉・介護のしご

と魅力発信フェア２０２３」と銘

打って初めて開催。福祉や介護分野

の従事者ら約２００人が参加した。

福祉・介護の現場で働く若者の団

体によるパフォーマンス、４０歳未

満の若手職員を対象とした「いきい

き福祉・介護実践賞」の表彰式など

もあった。

県によると、県内では福祉・介護

の人材が、「団塊の世代」が７５歳

以上となる２０２５年度に２４２０

人不足する見込み。「団塊ジュニア

世代」が６５歳以上となる２０４０

年度には２７０７人の不足が見込ま

れており、人材確保が課題となって

いる。

広報誌「ライジング・サン」のバックナンバーは、弊社ホームページでもご覧いただけます。

ぜひお立ち寄り下さいませ。http://www.samaba.jp/back-number/
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サンライズのデイサービス陽光だより

NEWS   今月のニュース

誕生日

誕生日カードを差し上げお

やつでパンケーキを出しま

した。

皆さん「ありがとう」

「ケーキ美味しい」と言っ

て喜んで召し上がられてい

ました。

1月カレンダー製作

各自、折り紙で富士山と凧を作

り、貼り付けてカレンダー工作

をしました。

お笑いコンビ、レギュラーがリズムコ
ントをアレンジした「レクリエーショ
ン介護」で楽しい介護を紹介した＝１
６日、山口市吉敷下東
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